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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

 いもち病に強く、冷害にも強い品種である「まなむすめ」を良品質でかつ安定した収量を得るための施肥技術

および成熟期と幼穂形成期の最適目標生育量について検討した。 

(1) 「まなむすめ」は「ひとめぼれ」より一穂籾数が多く、㎡当たり穂数が少ない。また、㎡当たり穂数の年次変

動が「ひとめぼれ」より小さいという特性がある（図１）。 

(2) 窒素施肥体系は基肥0.6㎏/a＋幼穂形成期0.2㎏/aが最適で、この体系で穂数確保が容易となり安定した

収量になる（表１）。 

(3) 味度値や等級は、登熟歩合が90％前後まで高まると向上する（図２）。 

(4) 登熟歩合90％となる㎡当たり籾数は相馬で2.5～2.8万粒、会津で2.8～3.0万粒である（図３）。 

(5) その場合の幼穂形成期の㎡当たり茎数は相馬で550～600本、会津で650本以下である（図４、表２）。 

(6) 稈長が85㎝を超えると年次により倒伏が見られる（図５）。 

(7) 成熟期の目標稈長85㎝とした場合の幼穂形成期の草丈は65～70㎝以下である。（図６、表２） 

 

２ 期待される効果 

まなむすめの高品質、安定生産が図られる。 

 

３ 適用範囲 

浜通り・中通り・会津平坦のまなむすめ作付け地帯 

 

４ 普及上の留意点 

「まなむすめ」は「ひとめぼれ」より生育期間を通して葉色が淡く推移するので無理な追肥は避ける。 
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